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21世紀のグローバル化を考える
現在，コロナ・ウイルス感染拡大防止の観点から，国境を越えた経済活動は大幅に制限さ

れ，グローバル化に急ブレーキがかかっている。コロナ・ウイルスの流行は，一時的な停滞
にすぎないのだろうか，あるいは，グローバル化の潮流を見直す転換点となるのだろうか。
ネットワーク社会研究会では，これまで，国境を越えたヒト・モノ・カネの流れを，ネッ

トワークの視点から分析することにより，グローバル化がもたらした世界の相互依存関係と
分断構造の解明を試みてきた。本ワークショップでは，モノ・カネの流れに関する研究の一
部を紹介する。そして，シナリオ・プラニングの手法を用いながら，参加者とともに，コロ
ナ危機後の世界経済の姿を考える。
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コロナ危機とグローバル経済
京都大学総合生存学館

ネットワーク社会研究会ミニワークショップ

[申込方法]
(1)お名前，(2)ご所属，(3)E-mailアドレスをご記入の上，E-mailに
てお申込みください。後日，参加に必要なURLをお送りします。
[申込先]
E-mail: gen.chihiro.3s@kyoto-u.ac.jp（担当：玄）


